
や
な
ぎ
も
と
・
み
ち
ひ
こ

京
都
市
生
ま
れ
。
99
年
度
「
潮
賞
」
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

部
門
優
秀
賞
受
賞
。
著
書
に
「
台
湾
先
住
民
・
山
の
女
た

ち
の
聖
戦
」（
現
代
書
館
）「
台
湾
革
命
」（
集
英
社
新
書
）

「
明
治
の
冒
険
科
学
者
た
ち
」（
新
潮
新
書
）
な
ど
。
最
新

刊
に
「
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
現
場
を
歩
く 

台
湾
原
住

民
族
と
日
本
」（
か
わ
さ
き
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
出
版
部
）

柳本 通彦
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公
教
育
百
十
五
年

　
漢
民
族
を
主
体
す
る
台
湾
は
、
教
育
熱
心

で
知
ら
れ
る
。
７
月
初
旬
に
行
な
わ
れ
る
大

学
や
高
校
入
学
統
一
試
験
に
は
、
か
つ
て
祖

父
母
も
含
め
一
家
そ
ろ
っ
て
出
動
し
、
運
動

場
か
ら
子
女
を
応
援
す
る
風
景
が
見
ら
れ
た
。

　
誘
拐
事
件
を
題
材
に
し
た
『
熱
帯
魚
』
と

い
う
名
画
も
あ
っ
た
。
入
試
を
控
え
た
受
験

生
が
誘
拐
さ
れ
る
の
だ
が
、
親
た
ち
は
テ

レ
ビ
で
入
試
の
日
だ
け
は
子
供
を
返
し
て
く

れ
と
訴
え
る
。
誘
拐
犯
も
こ
れ
に
は
共
感
し
、

監
禁
し
て
い
る
子
供
に
参
考
書
な
ど
を
与
え

て
叱
咤
激
励
す
る
と
い
う
物
語
だ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
時
代
と
も
い
ま
や
隔
世
の
感
が

あ
る
。
日
本
と
同
様
に
少
子
化
が
進
み
、
一

時
専
門
学
校
を
続
々
大
学
に
昇
格
さ
せ
た
つ

け
が
ま
わ
り
、
定
員
割
れ
を
お
こ
す
ほ
ど
大

学
が
余
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
教
育

部
は
、「
低
級
」
大
学
・
学
部
の
一
斉
淘
汰

に
乗
り
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
の
が
先
生
た
ち
。
学

生
の
授
業
や
行
事
へ
の
参
加
率
、
授
業
の
評

判
（
定
期
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
）
の
ほ
か
、
先

も
、
海
峡
に
立
ち
ふ
さ
が
っ
て
い
た
障
壁
が

な
く
な
り
、
そ
れ
は
ま
た
高
等
教
育
が
大
陸

中
国
と
の
境
界
の
な
い
競
争
社
会
に
飲
み
込

ま
れ
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
は
ら
ん
で

躍
動
す
る
台
湾
の
公
教
育
だ
が
、
そ
の
発
祥

は
明
治
28
年
（
１
８
９
５
）
の
日
本
語
教
育

施
設
の
創
設
に
さ
か
の
ぼ
る
。
下
関
条
約
で

台
湾
を
領
有
し
た
日
本
は
、
台
北
の
士
林
と

い
う
郊
外
に
公
立
の
学
校
（
の
ち
芝
山
巌
国

語
伝
習
所
を
経
て
士
林
公
学
校
）
を
設
置
し

て
、
台
湾
人
に
日
本
語
を
教
え
始
め
た
の
で

あ
る
。
初
代
校
長
は
、
総
督
府
学
務
部
長
の

伊
沢
修
二
。
東
京
高
等
師
範
や
東
京
音
楽
学

校
（
現
東
京
芸
術
大
学
）
の
校
長
を
歴
任
し

た
明
治
を
代
表
す
る
教
育
者
で
あ
る
。

　
こ
の
学
校
に
最
初
に
赴
任
し
た
先
生
６
人

は
、
明
治
29
年
元
旦
未
明
に
ゲ
リ
ラ
（
台
湾

側
か
ら
は
抗
日
英
雄
と
も
い
う
）
に
よ
っ
て

虐
殺
さ
れ
る
と
い
う
悲
劇
に
遭
遇
す
る
の
だ

が
、
そ
う
し
た
劇
的
な
幕
開
け
を
し
た
台
湾

の
公
教
育
は
、
日
本
統
治
時
代
、
国
府
時
代

と
波
乱
万
丈
の
転
変
を
経
て
、
い
ま
ま
た
大

き
な
曲
が
り
角
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
の

生
の
論
文
執
筆
数
、
学
会
へ
参
加
回
数
、
博

士
の
割
合
か
ら
構
内
の
美
化
に
至
る
ま
で
、

無
数
の
項
目
が
点
数
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
当
落
線
上
に
あ
る
学
校
で
は
、
教
授
陣

へ
の
点
検
が
強
化
さ
れ
、
先
生
は
そ
の
た
め

に
授
業
ど
こ
ろ
で
は
な
い
ほ
ど
辻
褄
あ
わ
せ

に
追
い
回
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
台
湾
で
は
、
義
務
教
育
12
年
を
目

標
に
し
た
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
行
中
。

こ
れ
ら
諸
々
の
改
革
は
、
基
本
的
に
受
験
地

獄
か
ら
の
解
放
を
旗
印
に
お
こ
な
わ
れ
て

き
た
。
最
近
、
我
が
家
の
そ
ば
に
あ
る
英
語

幼
稚
園
が
と
つ
じ
ょ
閉
鎖
さ
れ
た
り
し
た
が
、

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
幼
児
教
育
が
禁
止
さ
れ
た

せ
い
だ
と
い
う
。
矢
継
ぎ
早
の
変
化
に
親
も

教
師
も
振
り
回
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
教
育
界
全
体
を
揺
る
が
し
て
い
る

問
題
が
、
大
陸
か
ら
の
教
師
と
学
生
の
受
け

入
れ
。
こ
れ
は
、
大
陸
で
の
学
歴
を
認
め
る

と
い
う
重
大
な
政
策
変
更
に
あ
た
り
、
反
対

に
台
湾
か
ら
大
陸
に
「
留
学
」
す
る
人
た
ち

の
学
歴
承
認
に
も
つ
な
が
る
。
教
育
の
面
で

芝山巌に残る記念碑を訪れた日本の学生たち
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か
も
し
れ
な
い
。

　
悲
劇
の
舞
台
と
な
っ
た
国
語

伝
習
所
の
後
身
が
現
在
の
台
北

市
立
士
林
小
学
校
で
、
そ
の

歴
史
百
十
五
年
を
誇
る
。
そ
し

て
最
初
に
学
校
が
設
置
さ
れ
た

芝
山
巌
の
丘
の
上
に
は
、
伊
藤

博
文
が
揮
毫
し
た
６
人
の
先
生

の
遭
難
を
記
念
す
る
石
碑
（
写

真
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。


